












 

横浜市立市民病院再整備基本計画 
（案） 

 

 

平成 26 年 9 月 

 

※本計画は、三ツ沢公園の一部と隣接する民有地を計画地として取りまとめたものです。 

現在、民有地取得に向けた交渉を進めています。 



横浜市立市民病院再整備基本計画 原案 

 

  

 
 

“安心”と“つながり”の拠点へ 
 

横浜市立“新”市民病院 
 
 

 
横浜市立市民病院は、昭和35年に開院し、病床規模の拡大を図りながら50年以上にわたり

市民の皆様への良質な医療の提供に努めてきました。 また、この間、昭和58年から平成3年に

かけて行った再整備により医療機能の充実を図り、救急医療や小児・周産期医療、感染症医

療などの政策的医療を拡充するとともに、主に急性期医療の提供を行ってきました。 
しかし、現在の市民病院の建物は、建設から既に30年近くが経過し、施設・設備の劣化が進

むとともに、医療の高度化や医療環境の変化に対応するために行ってきた新たな医療機器の導

入や度重なる改修などの結果、特に施設の狭あい化が著しい状況となっています。 
こうした状況に対応し、市民の皆様に、将来にわたり高度で良質な医療を提供し続けるため

に、市民病院は、改めて再整備事業に取り組むこととしました。 
 
高齢化が世界に類を見ない速度で進み“超高齢社会”となった現在、医療提供にはさらなる

変化が求められています。 
高齢人口の増加により医療需要の増大が見込まれる中、患者ニーズに合わせた医療を効果

的・効率的に提供していくためには、限られた医療資源を急性期医療に集中的に投下するととも

に、急性期、回復期、慢性期の医療機関や在宅医療・介護関連施設等が相互に機能分担と

連携を図っていくことが求められています。 
がんや急性心疾患など、死亡原因の上位を占める疾患に対して、高度で先進的な医療の

提供が求められるとともに、少子化に伴い、子どもを安心して産み育てられる環境が求められてい

ます。また、大規模地震などの災害に対して、非常時においても必要な医療が受けられる万全

の体制が求められています。 
 
こうした状況の中、市民病院は生まれ変わろうとしています。 
新たな市民病院では、これまで培ってきた急性期医療や政策的医療に対する実績、地域医

療機関との連携体制等を礎として、さらに高度で先進的な医療提供を行っていきます。 
また、市が直接経営する唯一の総合的な病院として市行政や関係機関と連携し、市民の皆

様にとって欠かすことのできない政策的医療を積極的に担うとともに、地域の医療資源を効果的

に結びつけることなどにより、地域医療全体の質向上にも貢献していきます。 
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新市民病院では、これまでも取り組んできた救急医療や周産期医療等の政策的医療に関

し、重症患者のための病床を拡充するなど一層の充実を図っていきます。また、がんに対する高

度で先進的な医療機能の強化を図るなど、 「政策的医療の拠点」としての役割を果たしていき

ます。 
 
特に、災害医療の分野については、三ツ沢公園に隣接する利点を最大限に活かし、公園を

活用した総合的な災害対策機能の強化に取り組むとともに、市の災害対策や市内の他の災害

拠点病院、全国各地から集まるDMATなどとの連携のもとに、横浜市における災害医療の中心

的な役割を担っていきます。また、感染症の分野では、パンデミック等にも対応した診療機能や、

他の医療機関に対する教育・研修機能、コンサルティング機能の強化を図るなど、「市民の健

康危機管理の拠点」としての役割を果たしていきます。 
 
新市民病院は、これらの取組により、市民の皆様の “安心” に応えていきます。 
 
高齢化が進展し、医療・介護サービスの需要が増大していく中で、患者それぞれの状態にふ

さわしい医療を適切に提供していくためには、今まで以上に地域連携を進めていく必要がありま

す。新市民病院では、地域の医療機関、介護関連施設、在宅療養支援施設等が相互に連

携し、より良い医療・介護サービスを効果的・効率的に提供していくためのネットワークづくりに取り

組んでいきます。また、地域全体として良質な医療を提供していくためには、広く地域医療に従事

する人材を育成していくことが必要です。そこで、医療者を目指す学生や、地域医療機関の医

療従事者等に対する教育・研修機能の強化を図るなど、地域医療人材の育成に関しても積極

的に取り組んでいきます。 
新市民病院は、これらの取組により「地域医療全体の質向上のための拠点」としての役割を

果たしていきます。 
 
患者に対してより良い医療を提供していくためには、医師や看護師をはじめとする病院のスタッ

フが強く結束し、チーム医療を実践していくことが何よりも大切になります。 
新市民病院では、スタッフの一人ひとりが医療者としての責任を自覚し、互いに協力し合って

チーム医療を実践していく中で自己実現を図っていく、そのために人と人とを結ぶステージとしての

役割を担っていきます。 
 
新市民病院は、医療機関や医療に関わる人と人との “つながり” を育んでいきます。 
 
“安心” と “つながり” の拠点。 
横浜市立市民病院は、新たな挑戦に向けて再整備のスタートを切ります。 
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Ⅰ 新病院の目指す姿 
１ 医療提供に係る基本方針 

 

高度急性期を中心とした将来にわたる先進的な医療サービスの提供と 

市立病院としての役割の発揮 

 

新市民病院では、病院・病床機能の役割分担を通じてより効果的・効率的な医療提供体制を構

築するため、「高度急性期」「急性期」「回復期」「慢性期」など、患者ニーズに合わせた機能

分化・集約化と連携強化を図るとしている国の政策動向や、これまで市民病院が取り組んできた

実績等を踏まえ、「高度急性期医療」を中心に、将来にわたって先進的な医療サービスを提供し

ていくことを基本方針とします。 

このため、ICU や救命救急センター等の増床、手術室や放射線診断・治療部門への先進的な機

器の導入等による医療提供の高度化、医学部を持つ大学等との連携による臨床研究の充実や人材

育成などにより医療機能の強化を進めます。 

また、回復期や慢性期の医療を担う病院や地域の診療所、介護関連施設、在宅療養支援施設な

どとの連携体制を構築し、急性期から在宅療養、介護に至るまで地域全体として市民に良質な医

療を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
老健、特養、居宅介護等 

療養期間 

医
療
依
存
度 

 

慢性期 

・療養型病院 

・介護療養型医療施設 等 

 

回復期 

     ・回復期リハ病院 

     ・亜急性期病院 

 

 

 

急性期 

・急性期病院 

高度急性期 
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新市民病院では、市立病院としての役割をしっかりと果たし、市民に必要な医療と安心を提

供していくため、次の 3 つの拠点機能を担っていきます。 

（１）政策的医療の拠点 

（２）市民の健康危機管理の拠点 

（３）地域医療全体の質向上のための拠点 

 

（１）政策的医療の拠点 

新市民病院は、公立病院として、救急医療や小児・周産期医療、がん対策など、市民に必要と

される政策的医療を積極的かつ中心的に担っていくことで、「政策的医療の拠点」としての役割

を果たしていきます。 

〔主な特徴〕 

○ 人口の高齢化に伴いさらに増加が予想される救急患者に迅速かつ適切に対応し、より多く

より多様な救急患者を受け入れるため、救命救急センターの増床、ヘリポートや救急ワーク

ステーションの整備など、救命救急センター機能の強化を図ります。 

○ 小児救急患者に適切に対応するため、引き続き横浜市小児救急拠点病院としての役割を果

たしていきます。また、出産年齢の高齢化や分娩を取り扱う医療機関が減少している状況を

踏まえ、周産期救急やハイリスク分娩などへの適切な対応を図るとともに、多様な妊産婦の

ニーズに応えます。そのため、NICU や GCU の増床、LDR の整備などを進め、分娩取扱件

数の拡大を図るなど、周産期センター機能の拡充を図ります。 

○ 手術、化学療法、放射線療法など、がんに対する集学的医療の提供体制を強化するため、

手術室の増設のほか鏡視下手術など低侵襲治療の強化、内視鏡センターや外来化学療法室の

拡充、放射線診断・治療機器の充実等を図ります。また、がん検診部門の機能拡充や、緩和

ケア病床の増床等により、地域がん診療連携拠点病院としてがん対策を推進します。 

 

（２）市民の健康危機管理の拠点 

新市民病院は、大災害の発生時や感染症のパンデミック等にも対応した診療機能を持つととも

に、他の医療機関に対する教育・研修機能やコンサルティング機能の強化を図るなど、「市民の

健康危機管理の拠点」としての役割を担っていきます。 

〔主な特徴〕 

○ 免震構造等地震に強い建築手法の採用、必要かつ十分なライフライン（水・電気等）の確

保、救命救急センター機能の強化、DMAT の複数保有、病院敷地内又は敷地に隣接したヘ

リポートの整備などにより災害拠点病院としての機能強化を図るとともに、災害医療に対す

る人材育成・教育・研修機能などを担い、災害拠点病院の先導的役割を果たします。 

6 

 



横浜市立市民病院再整備基本計画 原案 

 

○ 災害時の広域応援活動拠点に指定されている三ツ沢公園に隣接する利点を活かし、公園及

び周辺施設を活用して、重症患者等の広域搬送に備えた市内臨時拠点や他都市から派遣され

る DMAT の活動拠点機能などを整備することを検討するとともに、これらと連携した災害

医療活動を行うことで、横浜市における災害医療の中核的施設としての役割を担います。ま

た、こうした機能を担うために、平時から災害医療人材の育成に取り組みます。 

○ 第一種・第二種感染症指定医療機関としての診療機能等に加え、パンデミック等にも対応

可能な診療施設、地域医療機関に対する教育・研修機能やコンサルティング機能等を持った

感染症センター（仮称）を整備し、保健・医療行政との連携を図ることで、市全体の感染症

対策の拠点としての役割を果たします。 

 

（３）地域医療全体の質向上のための拠点 

新市民病院は、医療機関相互の機能分担と連携により、地域全体で市民に対する良質な医療を

提供していくため、患者支援機能の強化、地域連携の推進や地域医療人材の育成に取り組むなど、

「地域医療全体の質向上のための拠点」としての役割を果たしていきます。 

〔主な特徴〕 

○ 多様な専門職が協力し、入院前から退院後まで一貫した患者支援を行うことで患者への安

全で良質な医療を提供し、転院や退院後の療養に不安なく移行できるよう、入退院に伴う事

前相談や医療福祉相談、入退院管理や持参薬管理、医療福祉相談、在宅療養相談、連携施設

との調整等を一元的に行う患者総合サポートセンター（仮称）を整備します。 

○ 患者が身近な地域で安心して適切な医療・介護サービスを受けられるよう医療機関等の機

能分化と連携を進めるため、回復期や慢性期の医療を担う病院や地域の診療所、介護関連施

設、在宅療養支援施設等との面的な連携体制を構築するとともに、相互に患者情報を共有す

るため、ICT（情報通信技術）を活用した患者情報ネットワークシステムの構築・活用を図

るなど、地域における医療連携の中心的役割を担います。 

○ 地域医療従事者の技術・知識の向上を図るため、地域の医療従事者が研修やカンファレン

スなどに利用できる多目的ホールや、医療技術向上のためのトレーニング施設等を整備し、

利用に供するとともに、地域医療従事者に対する研修を実施するなど、地域医療人材の育成

を図ります。 

○ 医学部を持つ大学等との連携により臨床研究を行うなど、医療の発展や質向上に積極的に

取り組みます。また、医学生の臨床実習を受け入れるとともに、連携大学院の仕組みを取り

入れ、医師として働きながら学位の取得を目指す大学院生を支援するなど、地域医療を支え

る医師の育成に取り組みます。 
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＜総合的な災害対策機能の強化＞ 

横浜市では、これまでも様々な災害対策に取り組んできましたが、今後は、想定以上の大規模な地

震や津波などが発生した場合にあっても、人命を守ることを最優先とした対策を強化・推進すること

が重要となります。 

 新市民病院は、災害拠点病院としての機能の充実を図ることに加え、市が直接経営する唯一の総合

的な病院として、市の災害対策や他の機関との連携により、市全体としてより効果的な災害医療が実

施できるよう取り組んでいきます。 

 このため、災害時には、病院に隣接し、広域避難場所や広域応援活動拠点に指定されている三ツ沢

公園も活用し、自衛隊や消防、他自治体からの応援職員、DMAT をはじめとする医療チーム等との連

絡・調整役を果たすことで、災害医療の充実を図り、市立病院としてのプレゼンスを果たしていきま

す。 

 再整備にあたっては、こうした観点から必要な機能を整備するとともに、三ツ沢公園における既存

の災害対策機能との整合性などについて関係機関と調整しながら、市全体の総合的な災害対策を推進

していきます。 

 

【にぎわいの創出】 

平時には公園と隣接する利点を生かし、病院のレストラン、カフェ、コンビニエンスストア等の

施設を公園利用者も気軽に使えるように配置することや、スポーツ公園である三ツ沢公園と連携し

た健康づくり事業の展開など、公園や周辺施設のにぎわいを創出します。 
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横浜市立市民病院再整備基本計画 原案 

 

＜超高齢社会を見据えた医療等の提供体制の構築＞ 

国では、団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者となる平成 37 年（2025 年）をひとつのターニングポ

イントとして医療提供体制の再構築を目指しています。 
 横浜市においても、平成 37 年（2025 年）の後期高齢者数は、61 万人（平成 22 年（2010 年）：32
万 7 千人）を超えると推計されています（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口

（平成 25 年 3 月推計）」）。さらに、後期高齢者の受療率は、65～74 歳の約 2.5 倍、生産年齢（15
～64 歳）の約 10 倍にも及び（厚生労働省「平成 23 年患者調査（神奈川県）」）、今後、総人口は減

少するものの患者数は増加することが見込まれています。また、疾病別では、悪性新生物や循環器系の

疾患、精神及び行動の障害が増えるものと見込まれます。 
 このように、人口構成や疾病構造が現在と大きく変化する将来に向けて、急性期医療を中心に人的・

物的資源を集中投入し、後を引き継ぐ回復期等の医療や介護サービスの充実によって早期の家庭復帰・

社会復帰を実現するとともに、地域での包括的なケアシステムを構築して、医療から介護までのネット

ワーク化を図ることにより、患者・利用者の QOL（生活の質）の向上を実現することが求められてい

ます。 

 高齢者が尊厳を保ちながら、住み慣れた地域で自分らしい生活を生涯続けることができるよう、医療、

介護、予防、生活支援が、日常生活の場で一体的に提供できる地域での体制づくりを今後さらに推進す

る必要があります。 

 こうした中で、新市民病院は、高度急性期医療を中心とした医療サービスを提供しつつ、地域全体の

連携体制の構築に向け、その中心的な役割を担っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅復帰の流れのイメージ 
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横浜市立市民病院再整備基本計画 原案 

 

２ 整備・運営に係る基本方針 

新市民病院の整備・運営にあたっては、次の 3 つの基本方針のもとに具体的な機能や運用を検

討し、必要な施設・設備やサービス、運営システム等の整備・充実を図っていきます。 

 

（１）患者や医療従事者に信頼され、選ばれる病院 

医療機能の充実や質向上はもとより、患者・家族にとっては、より良い療養環境と適切なサー

ビスが受けられる病院、地域医療機関にとっては、よりスムーズな地域連携が実現でき、安心し

て患者を紹介できる病院、医療従事者にとっては、やりがいがあり働きたいと思う病院にします。 

（２）環境と調和し、人にも環境にも優しい病院 

一般の市民も利用できる施設の整備や周辺施設との連携事業の展開など、周辺環境とのつなが

りの中で地域の魅力向上を図ります。また、高齢化や国際化等にも対応したユニバーサルデザイ

ン化を進めるとともに、環境に配慮したエネルギー対策を推進します。 

（３）安全で良質な医療サービスの提供と健全な病院経営 

患者に安全で良質な医療サービスを提供することを第一としつつ、建設費の縮減に努めるとと

もに、病院運営や業務の効率化、コストの縮減に取り組むなど、安全で良質な医療と健全な病院

経営との両立を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高度急性期を中心とした将来にわたる先進的な医療サービスの提供と 

市立病院としての役割の発揮 

 

医療提供に係る基本方針 

3 つの 

拠点機能 

 
整備・運営に係る基本方針 

政策的医療 

の拠点 

 

市民の健康危機管理 

の拠点 

 

地域医療全体の質向上 

のための拠点 

 

患者や医療従事者に 

信頼され、選ばれる病院 

環境と調和し、人にも 

環境にも優しい病院 

安全で良質な医療サービスの 

提供と健全な病院経営 

新病院の目指す姿 
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横浜市立市民病院再整備基本計画 原案 

 

３ 事業規模 

（１）病床数 ： 650 床（うち感染症病床 26 床）  

高齢化の進展に伴って新入院患者数の増加が想定されますが、患者にとっても身体的・経済的

負担が少ない低侵襲な治療方法の普及や、医療機関における機能分化・集約化と地域連携の推進

により、平均入院期間が短縮することで増加する医療需要に対応できるものと見込まれます。こ

のため、現在と同じ 650 床とします。また、より高度な医療を必要とする患者を可能な限り受け

入れられるよう、救命救急センターや ICU、NICU 等を増床します。 

＜参考＞入院患者の将来推計 

 平成 24 年度  平成 52 年度 

新入院患者数 16,158 人  約 24,000 人 

平均入院期間 12.2 日  9.0 日 

1 日当たり入院患者数 543 人  592 人 

病床利用率 83.5%  91.0% 

※52年度の新入院患者数は、年齢階級別受療率、将来人口推計、市民病院の24年度診療科別患者数を用いて算出 

※52年度の平均入院期間は2割～3割程度短縮されると仮定し（社会保障改革に関する集中検討会議（第十回）資料「医療・介護に係

る長期推計」より）、9日を想定  

→ 新市民病院で24,000人の患者を受け入れても、病床利用率90％程度で受入可能であり、かつ一定の病床の余裕も確保 

（２）計画外来患者数 ： 1,200 人/日程度  （現状 約 1,200 人 /日）  

高齢化の進展に伴って外来患者数の増加が想定されますが、急性期病院として地域医療機関か

らの紹介患者を中心に診療を行い、症状が改善した患者は逆紹介を行うなど医療の高度化にあわ

せてより積極的に機能分担を進めることにより平均通院回数が減少することで増加する医療需

要に対応できるものと見込まれます。このため、現在と同程度の患者数とします。 

＜参考＞外来患者の将来推計 

 平成 24 年度  平成 52 年度 

新外来患者数 26,357 人  約 31,000 人 

平均通院回数（年） 11.3 回  約 9 回 

延外来患者数 296,549 人  約 279,000 人 

1 日当たり外来患者数 1,210 人  約 1,140 人 

※52年度の新外来患者数は、年齢階級別受療率、将来人口推計、市民病院の24年度診療科別患者数を用いて算出 

※52年度平均通院回数は、地域中核病院の平均値から約9回を想定 

→ 平均通院回数が減少し患者が減る一方、外来患者数の増加が見込まれることから、現在と同程度の1,200人を想定 
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横浜市立市民病院再整備基本計画 原案 

 

（３）診療科数 ： 33 科（院内標榜含む）  

現状の診療領域は維持した上で、拡大についても検討します。その上で、臓器別や疾患別の診

療科編成など、機能に応じた患者にもわかりやすい再編を行います。 

 今後とも幅広い診療領域を担うことで、市民の安全・安心を確保するとともに、一層充実した

チーム医療を実現するため、クラスター化（センター化）を積極的に推進します。 

（４）延床面積 ： 6 万㎡（1 床当たり 90 ㎡）以上  

医療の高度化やより良い療養環境の提供に必要なスペースの確保を図ります。 

 近年、再整備を行った同規模病院の事例を参考に必要な機能や拡充する機能を考慮し、1 床当

たり 90 ㎡を基準とした上で、将来の医療機能の拡張スペース等を考慮して、6 万㎡以上としま

す。（（90 ㎡×650 床＝58,500 ㎡）＋将来の医療機能の拡張スペース等≧60,000 ㎡） 

＜参考＞1 床当たり 90 ㎡の計算 

・平成 13 年以降に竣工した 500 床以上の病院平均値 

…85.6 ㎡/床 

※「病院の部門別に関する研究報告書【（社）日本医療福祉建築協会 刊】」 

・がん検診センター分の必要面積を加算した場合の 1 床当たり面積 

…（85.6 ㎡/床×650 床＋1,980 ㎡※）÷650 床＝88.6 ㎡/床≒90 ㎡/床 

 ※現在のがん検診センターの延床面積のうち、検診以外の用途に使用している部分を除いた面積 
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